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1. 改定方針の整理

①計画期間を1年延長する

②望ましい環境像は変更しない

③基本方針、基本施策、具体的取組の見直し

④評価指標から成果指標への移行
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①計画期間を1年延長する

改定計画の期間は令和7年度からとし、温対計画の計画期間にあわ
せ、令和12年度までとします。

年度
令和2
(2020)

令和3
(2021)

令和4
(2022)

令和5
(2023)

令和6
(2024)

令和7
(2025)

令和8
(2026)

令和9
(2027)

令和10
(2028)

令和11
(2029)

令和12
(2030)

当初計画

改定計画

【参考】入間市地球温暖化対策実行計画
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【参考】第6次入間市総合計画 【参考】第7次入間市総合計画



②望ましい環境像は変更しない

以下の4つの「望ましい環境像」は継続します。
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• 一人ひとりが、身近な生活レベルから地球環境の保全に貢献で
きるまち

• 他の生物と共に生き、次世代からの預かりものとして豊かな自
然を守り引き継ぐことのできるまち

• 産業や歴史・文化が大切にされ、時間と空間にゆとりのある誰
もが住み良さを感じられるまち

• すべての人がお互いのつながりを大切にして、環境の保全及び
創造に主体的に取り組むことができるまち



③基本方針、基本施策、具体的取組の見直し 6

現行計画

基本方針1 地球温暖化対策の推進

基本方針2 循環型社会の推進

基本方針3 豊かな自然環境と生物多様性の回復及び保全

基本方針4 住みやすさが実感できる都市環境の構築

基本方針5 安心して健康に暮らせる生活環境の保全

基本方針6 環境教育の推進と環境活動の実践

改定案

基本方針1 循環型社会の更なる推進と
地球温暖化対策の推進

基本方針2 豊かな自然環境の保全

基本方針3 住みやすさが実感できる都市環境の構築

基本方針4 安心して健康に暮らせる生活環境の保全

基本方針5 環境学習の推進と環境活動の実践

現行計画からの変更点を赤字で表記



現行計画では、取組指標が多く、また計画の進捗を測る指標に適さないものがあ
るため、成果指標を中心とし、計画の進捗を把握するのに適したものとします。

④評価指標から成果指標への移行

分野 成果指標 取組指標 評価困難 総計

循環型社会 4 7 3 14

地球温暖化対策 2 4 1 7

自然環境 2 12 4 18

都市環境 5 6 1 12

生活環境 1 5 6

環境学習、環境活動 5 10 1 16

全体 19 44 10 73

7

19

44

10

全体

成果指標 取組指標 評価困難

• 取組および指標案については
別紙資料〇参照



2．市民アンケート結果
（WEBでの回収分のみ） 8

市民アンケート
調査実施期間：8月2日（金）～8月24日（土）
発送数：1,000件
回収数： 404件（回収率 40.4％）

（WEB回答：135件
紙面回答：269件）



2．市民アンケート結果
（WEBでの回収分のみ） 9

問1 属性

１８～２９歳

22%

３０～３９歳

28%４０～４９歳

20%

５０～５９歳

16%

６０～６９歳

8%

７０歳以上

6%

問1（年齢）

豊岡

35%

東金子

8%
金子

9%

宮寺・二本木

4%

藤沢

26%

西武

18%

問1（お住まいの地区）



2．市民アンケート結果
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0 5 10 15

豊岡

東金子

金子

宮寺・二本木

藤沢

西武

１８～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上



2．市民アンケート結果
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問1 属性

４０年以上

9%

３０年以上～

４０年未満

7%

２０年以上～

３０年未満

27%１０年以上～

２０年未満

22%

５年以上～

１０年未満

19%

５年未満

16%

問1（居住年数）

本人または家族の持

ち家（一戸建て）

68%

本人または家族

の持ち家（マン

ションなど）

10%

公営の賃貸

住宅

2%

借家（一戸建て）

1%

借家（アパート・マンション）

17%

社宅・寮・下宿・ホー

ム・公務員住宅

2%
その他

0%

問1（居住形態）



0 20 40 60 80

テレビ・ラジオ

ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、Ｘ等）

学校の授業や職場の研修

新聞・雑誌・書籍

県や市の広報紙

友人や知人との会話

家族との会話

ＹｏｕＴｕｂｅなどの動画サイト

行政、企業、個人等のＨＰ

イベントや講座（学校や職場以外）

その他

問2 あなたは環境についての情報（知識）を

主にどこから得ていますか。(3つまで選択）

１８～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

2．市民アンケート結果
（WEBでの回収分のみ） 12

問2「その他」の回答

• ネットニュース
• 街中での気づき



2．市民アンケート結果
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かなり関心がある

8%

ある程度関心がある

72%

あまり関心がない

18%

まったく関心がない

2%

問3 あなたは環境問題に関心がありますか。 0 5 10 15 20 25

かなり関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

１８～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

市民の8割が関心あり



2．市民アンケート結果
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問4 「その他」の回答

• 全て
• 食料自給率
• アライグマやハクビシンがコン
ビニのゴミを漁りにきたり、熊
がグランピング場や町中に興味
を持って来ていること

地球温暖化（気候変動）

59%

自然環境（植物や動物など）

12%

ごみ問題

10%

都市環境（まちの

快適さなど）

8%

生活環境（公害など）

7%

その他

2%

わからない

2%

環境教育や環境活

動（講演・講座やボ

ランティア活動など）

0%

問4 環境問題のうち、あなたはどの分野が大

事だと思いますか。

地球温暖化（気候変動）が大事
だと考える人が約6割



2．市民アンケート結果
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二酸化炭素排出量の削

減は重要だが、個人でで

きることは限られる

35%

二酸化炭素排出量の削減は地

球温暖化対策として重要であ

るため、色々対策を行いたい

26%

二酸化炭素排出量の削減は

重要だが、生活が不便にな

るのは困る

20%

二酸化炭素排出量の削

減は重要だが、費用が

掛かることは難しい

14%

その他

4%

二酸化炭素排出量の削

減は重要ではない

1%

問5 二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指す

「ゼロカーボンシティ共同宣言」について、あ

なたはどのように思いますか。

問5 「その他」の回答

• 吸収する環境を育む方が大事
• 二酸化炭素排出に関して根源的な
問題であるかしっかりした検証が
必要でそれを踏まえ表明がなされ
ているなら最上質問事項に同意

• 二酸化炭素排出量の削減と、生活
水準の維持のバランスは取るべき
である

• パフォーマンスにすぎない。
• 二酸化炭素を減らすことは大切で
すが、0ではなく少しでも減らせる
努力が重要かと



2．市民アンケート結果
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問6 「その他」の回答

• 無理のない程度に、小さいことからコツコ
ツとやれたらと思う

• 減らすには限界があり、再資源化技術を確
立する方が良い

• ほぼ無意味な事だと思っている。
• ３Rとは何ぞやかの広報を積極的に行ったう
えで質問するべき

• 個人ではなく企業活動のあり方を見直すべ
き

• それぞれの取組みの結果＝製品、商品、活
動、回収場所（食品ロス）等の詳細を写真
やイベント、広報などで見たり、買ったり、
通販ができるとうれしいです

包装が簡素な商品を選択する、

マイバッグを用いるなど、ごみに

なる物を入手しない工夫が大事

33%

３Ｒやごみの削減は環境保

全に対し様々な効果があり

重要であるため積極的に取

組みたい

25%

食品ロスの削減は資源の節約に

もなるため重要である

18%

リサイクル原料を用

いた製品を買いやす

くすることが大事

11%

中古品は価格が安く、

省資源にもなるので積

極的に使いたい

6%

その他

5%

環境に優しい商品に

はどのようなものがあ

るのかわからない

2%

問6 あなたは３Ｒやごみの削減について、どのように

思いますか。



2．市民アンケート結果
（WEBでの回収分のみ） 17

問7 「その他」の回答

• 自然の事を人間が考えるの
であれば、空き家とかどう
にかするべき

• 虫が嫌いだからいなくなっ
てほしい

• 自然そのままでよい。
• 里山等の整備による動物と
のすみわけが可能かの検証
を行っていただきたい

• 農作物への農薬使用を考慮
してほしい

0 20 40 60 80

農業被害が出ないように対策が必要

ハチやヘビなど危険生物への対策が必要

生物多様性の保全により、様々な生物がいるように

なってほしい

草地や樹林など、様々な環境があってほしい

昔から地域にみられる生物が増えてほしい

まちの中に動物が来るのは困る

その他

問7 あなたは生物多様性の保全について、どのように思いますか。

（あてはまるものをすべて選択）

１８～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上



2．市民アンケート結果
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問8 「その他」の回答

• ギラギラしていないもの
• 子供でも参加出来るもの
• とにかくバカでも分かりやすいもの
• 専門家からのレクチャーは必要と考える
が専門家の独善的な考えを押し付けない
会合が複数あり建設的意見を集約出来る
会を望む

0 20 40 60 80

参加しやすいもの

ゲーム性があり遊びながら学べるもの

企業の環境への取組についての見学会（工場見

学など）

参加回数や内容に応じて何らかのサービスなどが

ある

屋外での活動（自然観察会など）

参加したいとは思わない

初級、中級など難易度の設定がある講習会・イベ

ント

特定のテーマについて専門家の講演を聞き、その

後質疑応答を行う（講演会・シンポジウム）

複数回でセットになっている講習会

専門家の助言の下、テーマに沿って６～８人のグ

ループで議論をする（ワークショップ）

その他

問8 環境のことを学べる講習会・イベントや環境を守るための

ボランティア活動などについて、あなたはどのようなものであれ

ば参加したいと思いますか。（あてはまるものをすべて選択）

１８～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

講演会などの座学より、ゲーム要素や屋外での
活動など、体験できる内容が求められている



0 20 40 60 80

地球温暖化や気候変動
家庭でできる取組を中心としたもの

ごみ問題や資源循環
自然環境や生物多様性の保全

都市環境（まちの快適さ）
市の歴史や文化の保全
参加したいとは思わない

環境について広く説明するもの
大気や河川の公害

騒音や振動
その他

問9 環境についての講習会やイベントのテーマと

して、あなたはどのような内容であれば参加した

いと思いますか。（あてはまるものをすべて選択）

１８～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

2．市民アンケート結果
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問9 「その他」の回答

• 難しくないもの
• 講習・イベントではテーマに基づく
質問時間の設定を要望
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみの減量（なるべくごみを出さない）

ごみの分別

環境に配慮した商品の購入

フードドライブへの協力（不要な食品の提供など）

節電やエコドライブなど省エネの習慣

ＬＥＤライトなど、省エネ家電の導入

再エネ比率の高い電力の購入

自然観察などを行うイベントへの参加

特定外来生物（ヒアリやセアカゴケグモなど）の発見時の報告

自宅周辺の清掃

自宅での植物の栽培

水や洗剤の使用量を減らす

大声で話したり、騒音を出したりしない

環境についての自己学習

環境ボランティアへの参加

ご
み
の
減
量
や

3
R
の
取
組

地
球
温
暖
化
対
策

自
然
環
境

都
市
環
境

生
活
環
境

環
境
学
習

環
境
活
動

問10-1あなたは環境に関する取組を、どの程度行っていますか。

全く行っていない あまり行っていない 時々行っている いつも行っている

一方、自然環境や環
境活動についての取
組はほとんど行われ
ていない

ごみの減量など、生
活に関連する取組は
実施率が比較的高い
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみの減量（なるべくごみを出さない）

ごみの分別

環境に配慮した商品の購入

フードドライブへの協力（不要な食品の提供など）

節電やエコドライブなど省エネの習慣

ＬＥＤライトなど、省エネ家電の導入

再エネ比率の高い電力の購入

自然観察などを行うイベントへの参加

特定外来生物（ヒアリやセアカゴケグモなど）の発見時の報告

自宅周辺の清掃

自宅での植物の栽培

水や洗剤の使用量を減らす

大声で話したり、騒音を出したりしない

環境についての自己学習

環境ボランティアへの参加

ご
み
の
減
量
や

3
R
の
取
組

地
球
温
暖
化
対
策

自
然
環
境

都
市
環
境

生
活
環
境

環
境
学
習

環
境
活
動

問10-2環境に関する取組を実施できない（しづらい）理由

費用がかかる 手間がかかる 必要性を感じない

何をすべきか情報がない きっかけや機会がない 自分だけやっても仕方ない

今の習慣を変えたくない 罰則がない その他の理由

妨げはない

環境に関する取組を実施できない
理由として、以下の4つが多く挙
げられている

• 費用がかかる
• 手間がかかる
• 何をすべきか情報がない
• きっかけや機会がない
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問11 あなたの住んでいる地域の環境や環境に対する取組について、日ごろどのように感
じていますか。（満足度および重要度）
「ごみの減量や3Rの取組」「地球温暖化対策」「自然環境」「都市環境」「生活環境」
「環境学習・環境活動」の６分野、計23項目について質問

入間市市民意識調査の計算方法に合わせて、満足度を以下の式で数値化（重要度も同様）

満足度平均＝｛「満足（十分）」の件数×2
＋「やや満足」の件数×1
＋「普通」の件数×0
＋「やや不満」の件数×（－１）
＋「不満（不十分）」の件数×（－２）｝÷（有効回答件数）
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ごみの減量に対する市

民ひとり一人の取組

資源の有効活用（リ

ユース・リサイクル）

のしやすさ

ごみの不法

投棄対策

市内の省エネルギー対

策（まちなかや家で節

電や省エネ機器を利用

しているか）

次世代自動車の普及

（電気自動車やプラグイ

ンハイブリッド車など）

再生可能エネルギー

の普及（太陽光発電

設備など）

丘陵地の自然の保全

（狭山丘陵や加治丘陵

は守られているか）

水辺の自然の保全

耕作地周辺の

自然の保全

希少な動植物の保護

増えすぎた野生鳥獣の

管理や外来種対策

公園・緑地への近さ

道路の安全性

交通渋滞状況

公共交通機関（電車・

バス）の便利さ

歴史的建造物・地域

文化の保存

災害に対す

る備え

車の騒音・振動・

排気ガス

車以外の騒音・

振動・悪臭

川や水路のきれいさ

環境学習の機会

の豊富さ（講習会

やイベント）

市の環境情報の

入手しやすさ

環境活動に参加する

機会の豊富さ

-2.0

-1.6

-1.2

-0.8

-0.4

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

-0.6 -0.4 -0.2 0.0 0.2 0.4 0.6

重
要
度
平
均

満足度平均

問11 満足度および重要度

ごみの減量や3Rの取組については、
重要度は他の項目より高い傾向と
なっている一方、満足度は低い



2．市民アンケート結果
（WEBでの回収分のみ） 24

問11 満足度および重要度

地球温暖化対策については、重要度
は他の項目より低い傾向となってお
り、満足度も低い

ごみの減量に対する市

民ひとり一人の取組

資源の有効活用（リ

ユース・リサイクル）

のしやすさ

ごみの不法

投棄対策

市内の省エネルギー対

策（まちなかや家で節

電や省エネ機器を利用

しているか）

次世代自動車の普及

（電気自動車やプラグイ

ンハイブリッド車など）

再生可能エネルギー

の普及（太陽光発電

設備など）

丘陵地の自然の保全

（狭山丘陵や加治丘陵

は守られているか）

水辺の自然の保全

耕作地周辺の

自然の保全

希少な動植物の保護

増えすぎた野生鳥獣の

管理や外来種対策

公園・緑地への近さ

道路の安全性

交通渋滞状況

公共交通機関（電車・

バス）の便利さ

歴史的建造物・地域

文化の保存

災害に対す

る備え

車の騒音・振動・

排気ガス

車以外の騒音・

振動・悪臭

川や水路のきれいさ

環境学習の機会

の豊富さ（講習会

やイベント）

市の環境情報の

入手しやすさ

環境活動に参加する

機会の豊富さ

-2.0

-1.6

-1.2

-0.8

-0.4

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

-0.6 -0.4 -0.2 0.0 0.2 0.4 0.6

重
要
度
平
均

満足度平均
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ごみの減量に対する市

民ひとり一人の取組

資源の有効活用（リ

ユース・リサイクル）

のしやすさ

ごみの不法

投棄対策

市内の省エネルギー対

策（まちなかや家で節

電や省エネ機器を利用

しているか）

次世代自動車の普及

（電気自動車やプラグイ

ンハイブリッド車など）

再生可能エネルギー

の普及（太陽光発電

設備など）

丘陵地の自然の保全

（狭山丘陵や加治丘陵

は守られているか）

水辺の自然の保全

耕作地周辺の

自然の保全

希少な動植物の保護

増えすぎた野生鳥獣の

管理や外来種対策

公園・緑地への近さ

道路の安全性

交通渋滞状況

公共交通機関（電車・

バス）の便利さ

歴史的建造物・地域

文化の保存

災害に対す

る備え

車の騒音・振動・

排気ガス

車以外の騒音・

振動・悪臭

川や水路のきれいさ

環境学習の機会

の豊富さ（講習会

やイベント）

市の環境情報の

入手しやすさ

環境活動に参加する

機会の豊富さ

-2.0

-1.6

-1.2

-0.8

-0.4

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

-0.6 -0.4 -0.2 0.0 0.2 0.4 0.6

重
要
度
平
均

満足度平均

問11 満足度および重要度

自然環境については、「丘陵地の自然
の保全」以外の項目で満足度が低い



2．市民アンケート結果
（WEBでの回収分のみ） 26

問11 満足度および重要度

都市環境及び生活環境について、
災害への備えや交通関連、川や水
路のきれいさといった項目の重要
度は他の項目より高い一方、満足
度は低い

公園・緑地への距離や地域文化の
保存については重要度・満足度と
もに高い結果となっている

ごみの減量に対する市

民ひとり一人の取組

資源の有効活用（リ

ユース・リサイクル）

のしやすさ

ごみの不法

投棄対策

市内の省エネルギー対

策（まちなかや家で節

電や省エネ機器を利用

しているか）

次世代自動車の普及

（電気自動車やプラグイ

ンハイブリッド車など）

再生可能エネルギー

の普及（太陽光発電

設備など）

丘陵地の自然の保全

（狭山丘陵や加治丘陵

は守られているか）

水辺の自然の保全

耕作地周辺の

自然の保全

希少な動植物の保護

増えすぎた野生鳥獣の

管理や外来種対策

公園・緑地への近さ

道路の安全性

交通渋滞状況

公共交通機関（電車・

バス）の便利さ

歴史的建造物・地域

文化の保存

災害に対す

る備え

車の騒音・振動・

排気ガス

車以外の騒音・

振動・悪臭

川や水路のきれいさ

環境学習の機会

の豊富さ（講習会

やイベント）

市の環境情報の

入手しやすさ

環境活動に参加する

機会の豊富さ

-2.0

-1.6

-1.2

-0.8

-0.4

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

-0.6 -0.4 -0.2 0.0 0.2 0.4 0.6

重
要
度
平
均

満足度平均
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ごみの減量に対する市

民ひとり一人の取組

資源の有効活用（リ

ユース・リサイクル）

のしやすさ

ごみの不法

投棄対策

市内の省エネルギー対

策（まちなかや家で節

電や省エネ機器を利用

しているか）

次世代自動車の普及

（電気自動車やプラグイ

ンハイブリッド車など）

再生可能エネルギー

の普及（太陽光発電

設備など）

丘陵地の自然の保全

（狭山丘陵や加治丘陵

は守られているか）

水辺の自然の保全

耕作地周辺の

自然の保全

希少な動植物の保護

増えすぎた野生鳥獣の

管理や外来種対策

公園・緑地への近さ

道路の安全性

交通渋滞状況

公共交通機関（電車・

バス）の便利さ

歴史的建造物・地域

文化の保存

災害に対す

る備え

車の騒音・振動・

排気ガス

車以外の騒音・

振動・悪臭

川や水路のきれいさ

環境学習の機会

の豊富さ（講習会

やイベント）

市の環境情報の

入手しやすさ

環境活動に参加する

機会の豊富さ

-2.0

-1.6

-1.2

-0.8

-0.4

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

-0.6 -0.4 -0.2 0.0 0.2 0.4 0.6

重
要
度
平
均

満足度平均

問11 満足度および重要度

環境学習・環境活動については、
重要度・満足度のどちらも他の項
目より低い傾向
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

猛暑日や真夏日、熱帯夜が増える

熱中症が増加する

夏季や冬季の空調にかかる費用が変化する

滝のように降る雨や、雨の降らない日が増える

台風が強くなったり、これまでの進路から変化したりする

洪水や土石流などの自然災害が増加する

農作物の品質低下や生育障害が発生する

サクラなど開花時期が早くなる

野生動植物の生息・生育状況が変化する

山地の斜面崩壊など土砂災害のリスクが高くなる

渇水が増加する

デング熱などの感染症が増加する

問12あなたは、地球温暖化による影響について実感していますか。

実感している 実感していない



0 10 20 30 40 50 60 70

ごみの減量やリサイクルが行われているまち

リサイクル原料による製品を活用するまち

食品ロスが発生しないまち

不法投棄がないまち

太陽光発電のような再生可能エネルギーを積極的に利用するまち

みんなが省エネルギーに取り組んでいるまち

温室効果ガスの排出量が少なく温暖化対策をしっかり行っているまち

災害や気候変動に強いまち

丘陵地などにいろいろな野生生物がいるまち

野生鳥獣と人が住む場所ですみわけが出来ているまち

野生の動植物とのふれあいが出来るまち

豊かな自然が引き継がれていくまち

まちなかの緑が豊富なまち

公園が整備されているまち

インターネットの取引が発達したまち

文化遺産が多く歴史を重んじるまち

必要な施設が近くにあり、徒歩で生活ができるまち

バスや電車などの公共交通機関が充実しているまち

空気がきれいなまち

きれいな川が流れるまち

静かで落ち着いたまち

誰もが環境に配慮するまち

環境の情報がすぐにわかるまち

環境をまもる運動が活発なまち

問13入間市が目指すまちの姿として、あなたの理想に近いものは何ですか。

（5つまで選択）
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ごみ問題

地球温暖化

自然環境

の順に関心が高い
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問14 自由回答（抜粋）ごみ問題関連
• 各家庭ではゴミの分別など、しっかり行なっている家庭が多いとは思いますが、企業のゴミ
の分別はかなり大雑把で、可燃ゴミとプラスチックなどを同じで出しています。そういった、
一定数のゴミが出る企業にこそ、もっと厳しくゴミの分別を促すべきだと思います。

• ゴミの分別がかなりゆるくてたすかっているのだか、これで分別は大丈夫なのかと心配にな
る。

• ゴミの減量化に向けてゴミ袋を有料にしてみるのも良いのでは？と思う。
• 燃えるゴミと、ビニールゴミを分けているが、最終処理方法に違いがあるのか不明で、分け
ることに正直意味があるのか、分かりやすく知りたいです。(ビニールが本当にリサイクルに
なっているのか？など)
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問14 自由回答（抜粋）地球温暖化関連
• 太陽光パネルが増えることで土砂崩れなどの危険があると思うので貴重な山や自然を切り崩
してまで太陽光パネルを作って欲しくないです。また、こんなに騒ぐほど地球温暖化って進
んでいるのでしょうか？二酸化炭素と地球温暖化の因果関係について偉い人(国？)に忖度せ
ず正しい知識を詳しく教えてほしいです。

• こんな取り組みをやる前に、ほかにやるべき事を考えたほうが良い。温暖化対策はCO2の削
減は意味がない。企業の儲けでしかない。インターネット情報だけでは高齢者はついていけ
ないし情報が得られない。税金が高すぎる。



2．市民アンケート結果
（WEBでの回収分のみ） 32

問14 自由回答（抜粋）生物多様性関連
• 入間市には川遊びやキャンプなど自然と触れ合う場所が少ない。また、公園にトイレが無い
所が多い。子供も大人も清潔で安全な場所でコミュニケーション出来る場がもっと欲しいで
す。

• 外来動植物が特に増加している感じがする。
• 近年、市内の自然が失われつつあります。市政の一環として、計画的な自然の保護を行い、
緑豊かな本来の自然を守って欲しい。

• 自然は豊かだがただ自然があるだけで整備されておらず、子供が遊びやすい遊具が充実した
公園は少ない
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問14 自由回答（抜粋）都市環境関連
• 空き家問題も、周辺の環境には影響があると思います。住みやすい安全な街を目指す中で、
治安の良さや、不法投棄を減らすことにもつながると考えます。

• 街中に、公園や緑がもっとあってほしい。
• 街路樹の管理を適切に行ってほしい。
• 自然は豊かだがただ自然があるだけで整備されておらず、子供が遊びやすい遊具が充実した
公園は少ない

• 安心して遊べる楽しい公園が少ないです。
• 入間川に絡んで、公共交通機関へのアクセス（主に鉄道駅）がしづらい箇所がいくつもある。
それにより自家用車の使用が増え、整備していない駅周辺の道の混雑や危険箇所を生み出し
ている。バスの運行も少なく、マイカー利用は増える一方。雪など降ればもはや孤立状態。
歩行者と自転車だけが通れる程度の橋を増やすことができれば、マイカーの使用も減らすこ
とができる場所もたくさんあるのではないか？
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問14 自由回答（抜粋）生活環境関連
• 暴走自転車や暴走族をもっと取り締まってほしい。
• 都市計画や利便性を求めていくのも大切だとは思いますが、田舎特有の長閑さや綺麗な空気
と水を守っていける地域になって欲しいと思います。喉を痛めるような空気ではなく、思わ
ず深呼吸したくなる環境であって欲しいです。

• 不老側が臭いので、清掃して欲しい。
• 夜中に16号沿いを走るマフラーを外して走っているバイクがうるさいことです。
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問14 自由回答（抜粋）環境教育関連
• 意識のない大人に環境問題やリサイクル、省エネの協力を仰ぐのは非常に難しいと感じてい
ます。子供は学校で教育されているが、自分でできることが少なくまた大人の真似をするの
で、意識が徐々に低下していくことも見られます。子供の意識を維持できるような取り組み
を未来に向けて何かできるといいなと思っております。
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事業者アンケート
調査実施期間：8月2日（金）～8月24日（土）
発送数：300件
回収数：130件（回収率 43.3％）

（WEB回答：45件
紙面回答：85件）
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１人

5%

２～５人

29%

６～１０人

20%

１１～２０人

13%

２１～３０人

2%

３１～５０人

7%

５１～１００人

11%

１０１～２００人

9%

２０１人以上

4%

問1 従業員数

自社（自己）

保有

58%
賃貸（建物全体）

22%

賃貸（一部）

18%

その他

2%

問1 事業所の所有形態

製造業

38%

卸売業、小売業

27%

建設業

16%

運輸業、郵便業

4%

不動産業、物品賃

貸業

4%

サービス業（他に分類

されないもの）

4%

農林水産業

2%
金融業、保険業

2%
生活関連サービス業、娯

楽業

2%

問1 業種
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＩＳＯ１４００１、エコアクション２１などの公的認証の取得

自主的な環境管理計画の策定

環境担当部門や担当者を配置

環境報告書の作成・公表

環境に関する内部監査

生物多様性保全への配慮

ＳＤＧｓをふまえた経営方針

温室効果ガス排出量の削減

問2 経営方針や管理手法への、環境に関する事項の導入

既に導入している 今後導入したい 導入の予定はない

0 5 10 15 20 25 30

新聞・雑誌・書籍

インターネットのＨＰ

テレビ・ラジオ

業界団体、業界紙

研修会・講習会

県や市の広報紙

同業者からの口コミ

イベントなど

ＹｏｕＴｕｂｅなどの動画サイト

ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、Ｘ等）

その他

問3環境についての情報（知識）を主に

どこから得ていますか。（３つまで選択）

問3「その他」の回答

• 本部からの資料など
• ISOコンサル
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

エネルギー消費量の把握

エネルギー消費量の目標設定

温室効果ガス排出量の把握

室効果ガス排出量の目標設定

問4エネルギーの消費量や温室効果ガスの排出量

についての把握や目標設定

している していない

地球温暖化

（気候変動）

42%

ごみ問題

31%
生活環境（公害など）

9%

自然環境（植物

や動物など）

7%

わからない

7%

都市環境（まちの快適さなど）

4%

環境教育や環境活

動（講演・講習やボラ

ンティア活動など）

0%

その他

0%

問5 環境問題のうち、貴事業所ではどの分野が大事

だと思いますか。



3. 事業者アンケート結果
（WEBでの回収分のみ） 40

0 5 10 15 20 25 30

ごみ問題

地球温暖化（気候変動）

特にない

生活環境（公害など）

自然環境（植物や動物など）

都市環境（まちの快適さなど）

環境教育や環境活動

その他

問6対応に苦労している環境問題はありますか。

（あてはまるものをすべて選択）

問6 「その他」の回答

• プラスチックの削減
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二酸化炭素排出量の削減

は重要だが、事業所ででき

ることは限られる

38%

二酸化炭素排出量の削減は重要だ

が、費用が掛かることは難しい

29%

二酸化炭素排出量の削

減は地球温暖化対策と

して重要であるため、い

ろいろ対策を行いたい

16%

二酸化炭素排出量の削減

は重要だが、業務に影響

が出るのは困る

11%

その他

4%

二酸化炭素排出量の

削減は重要ではない

2%

問7 二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指す「ゼロカーボン

シティ共同宣言」について、あなたはどのように思いますか。

問7 「その他」の回答

• 対策方法がわからない
• 電気、エアコンの省エネタイプ
への買い替えが対策です。



3. 事業者アンケート結果
（WEBでの回収分のみ） 42

３Ｒやごみの削減は環境保全に

対し様々な効果があり重要であ

るため積極的に取組みたい

42%

包装が簡素な商品を選択（製

造）するなど、ごみになる物を

入手（製造）しない工夫が大事

16%

リサイクル原料を用いた製

品など、環境に優しい商品

を買いやすくすることが大事

16%

中古品は価格が安

く、省資源にもなるの

で積極的に使いたい

11%

食品ロスの削減は資源の節約に

もなるため重要である

9%

環境に優しい商品にはどのよう

なものがあるのかわからない

4%

その他

2%

問8 3Rやごみの削減について

問8 「その他」の回答

• 対応済み

農林業被害が出ない

ように対策が必要

40%

事業所の敷地内で、植栽を

するなど生物多様性に繋が

る取組を行うことが重要

24%

ハチやヘビなど危険生物

の対策が必要

16%

生物多様性の保全により、

事業に良い影響がある

11%

生物多様性の保全により、

事業に悪い影響がある

5%

その他

4%

問9 生物多様性の保全について

問9 「その他」の回答

• わからない
• 何を行うのかわからない
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0 5 10 15 20 25 30

業種に応じた内容の設定があるとよい

参加しやすいものがよい

参加回数や内容に応じて何らかのサービスなどがあるとよい

初級、中級など難易度の設定があるとよい

講師を派遣してもらえるとよい

環境への取組を行っている事業所の見学会があるとよい

その他

複数回でセットになっている講座などがあるとよい

問10環境学習や保全活動について、どのように思いますか。（あてはまるもの

をすべて選択）

問10 「その他」の回答

• 考えたことがない
• 個人として地域活動に参加
している
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環境に関する取組

• ごみの減量や3Rの取組
• 地球温暖化対策
• 自然環境
• 都市環境
• 生活環境
• 環境学習・環境活動

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所で発生するごみの減量

ごみの分別

環境に配慮した商品やリユース品の購入

環境に配慮した商品の開発または販売

食品ロスへの対応

節電やエコドライブなど省エネの習慣

次世代自動車の導入（EV、PHEV、CSV、HVなど）

LEDライトなど、省エネ設備の導入

自前の再生可能エネルギーの確保

再エネ比率の高い電力の購入

エネルギー管理システムの導入（BEMS、FEMSなど）

ご
み
の
減
量
や

3
R
の
取
組

地
球
温
暖
化
対
策

問11－1 環境に関する取組

該当しない 全く行っていない あまり行っていない 時々行っている いつも行っている
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環境に関する取組

• ごみの減量や3Rの取組
• 地球温暖化対策
• 自然環境
• 都市環境
• 生活環境
• 環境学習・環境活動

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境に配慮した事業活動

特定外来生物（ヒアリやセアカゴケグモなど）の発見時の報告

事業所周辺の清掃

事業所の緑化

事業所外に臭いを出さない

事業所外に騒音を出さない

事業所内での環境学習

地域の環境ボランティアへの協力

自
然
環
境

都
市
環
境

生
活
環
境

環
境
学
習

環
境
活
動

問11－1 環境に関する取組

該当しない 全く行っていない あまり行っていない 時々行っている いつも行っている
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事業所で発生するごみの減量

ごみの分別

環境に配慮した商品やリユース品の購入

環境に配慮した商品の開発または販売

食品ロスへの対応

節電やエコドライブなど省エネの習慣

次世代自動車の導入（EV、PHEV、CSV、HVなど）

LEDライトなど、省エネ設備の導入

自前の再生可能エネルギーの確保

再エネ比率の高い電力の購入

エネルギー管理システムの導入（BEMS、FEMSなど）

ご
み
の
減
量
や

3
R
の
取
組

地
球
温
暖
化
対
策

問11－2 環境に関する取組を実施できない（しづらい）理由（該当するものをすべて選択）

費用がかかる 手間がかかる 必要性を感じない

何をすべきか情報がない きっかけや機会がない 自事業所だけやっても仕方がない

今のシステムを変えたくない 罰則がない 業務に影響が出る

担当者がいない その他の理由 妨げはない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所で発生するごみの減量

ごみの分別

環境に配慮した商品やリユース品の購入

環境に配慮した商品の開発または販売

食品ロスへの対応

節電やエコドライブなど省エネの習慣

次世代自動車の導入（EV、PHEV、CSV、HVなど）

LEDライトなど、省エネ設備の導入

自前の再生可能エネルギーの確保

再エネ比率の高い電力の購入

エネルギー管理システムの導入（BEMS、FEMSなど）

ご
み
の
減
量
や

3
R
の
取
組

地
球
温
暖
化
対
策

問11－2 環境に関する取組を実施できない（しづらい）理由（該当するものをすべて選択）

費用がかかる 手間がかかる 必要性を感じない 何をすべきか情報がない

きっかけや機会がない 自事業所だけやっても仕方がない 今のシステムを変えたくない 罰則がない

業務に影響が出る 担当者がいない その他の理由 妨げはない

環境に関する取組

• ごみの減量や3Rの取組
• 地球温暖化対策
• 自然環境
• 都市環境
• 生活環境
• 環境学習・環境活動
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境に配慮した事業活動

特定外来生物（ヒアリやセアカゴケグモなど）の発見時の報告

事業所周辺の清掃

事業所の緑化

事業所外に臭いを出さない

事業所外に騒音を出さない

事業所内での環境学習

地域の環境ボランティアへの協力

自
然
環
境

都
市
環
境

生
活
環
境

環
境
学
習

環
境
活
動

問11－2 環境に関する取組を実施できない（しづらい）理由（該当するものをすべて選択）

費用がかかる 手間がかかる 必要性を感じない 何をすべきか情報がない

きっかけや機会がない 自事業所だけやっても仕方がない 今のシステムを変えたくない 罰則がない

業務に影響が出る 担当者がいない その他の理由 妨げはない

環境に関する取組

• ごみの減量や3Rの取組
• 地球温暖化対策
• 自然環境
• 都市環境
• 生活環境
• 環境学習・環境活動

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事業所で発生するごみの減量

ごみの分別

環境に配慮した商品やリユース品の購入

環境に配慮した商品の開発または販売

食品ロスへの対応

節電やエコドライブなど省エネの習慣

次世代自動車の導入（EV、PHEV、CSV、HVなど）

LEDライトなど、省エネ設備の導入

自前の再生可能エネルギーの確保

再エネ比率の高い電力の購入

エネルギー管理システムの導入（BEMS、FEMSなど）

ご
み
の
減
量
や

3
R
の
取
組

地
球
温
暖
化
対
策

問11－2 環境に関する取組を実施できない（しづらい）理由（該当するものをすべて選択）

費用がかかる 手間がかかる 必要性を感じない

何をすべきか情報がない きっかけや機会がない 自事業所だけやっても仕方がない

今のシステムを変えたくない 罰則がない 業務に影響が出る

担当者がいない その他の理由 妨げはない
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0 5 10 15 20 25 30

災害や気候変動に強いまち
不法投棄がないまち

豊かな自然が引き継がれていくまち

ごみの減量やリサイクルが行われているまち
きれいな川が流れるまち

空気がきれいなまち
太陽光発電のような再生可能エネルギーを積極的に利用するまち

誰もが環境に配慮するまち

公共交通機関が充実しているまち
静かで落ち着いたまち

リサイクル原料による製品を活用するまち
食品ロスが発生しないまち

みんなが省エネルギーに取り組んでいるまち
まちなかの緑が豊富なまち

温室効果ガスの排出量が少なく温暖化対策をしっかり行っているまち

生物多様性が事業に活かされているまち
文化遺産が事業に活かされているまち

環境保全活動が盛んなまち
公園が整備されているまち

環境情報を入手しやすいまち

インターネットの取引が発達したまち

問12入間市が目指すまちの姿として、貴事業所の理想に近いものは何ですか。（あてはまる

ものを5つまで選択）

地球温暖化

ごみ問題

自然環境

いずれも関心が高い
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問13 自由回答（抜粋）
• 狭山丘陵・加治丘陵を有し比較的市街地と緑地のバランスの取れた市でもあると信じており
ますが、西久保湿地の水田には水を張る時期には油が浮か無い年は無いのではと思われる状
態です。 所沢・瑞穂等近隣の市町と連携し、表層や見た目だけではなく過去委棄された埋
められた産廃等まで含めた清掃活動を行い本来の里山に戻ると喜ばしいと思われます。

• 入間市に長年住んでいる者です。先日富士ボウル駐車場近くにあった市の保護樹林2箇所の
内１か所が、入間アウトレット従業員用駐車場になり、もう１か所が倉庫建設予定地になる
と知りました。駐車場については、保護樹林の一部を活かしつつの整備が出来なかったのか
残念です。建設予定の倉庫に関しては、今ある森林の一部を活かしての建設は出来ないので
しょうか？実家が30年以上前に計画された区画整理事業により「いずれは」移動予定なので
申し上げますが、SDGsを謳ってらっしゃる割には市の保護樹林はいとも簡単に解除される
のだなぁと思いました。
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問13 自由回答（抜粋）
• 業種によってできること、すべきことが違うので一概に回答はやりにくいですが、企業とし
ては、費用削減や生産性向上につながるものであれば導入は検討したい。

• 環境に関する情報はどこからどのように取得できるのか。その機会を知り具体的な取り組み
が出来ればいと考えます。

• 棲み分けされたバランスの取れた共存共栄の街にしてもらいたい。
• 何分販売業なもので、積極的に関われる分野が限定されてしまいますが、企業による環境問
題への取り組みの必要性は承知しているつもりです。自社でできることから地道に取り組ん
でいきたいと思います。


